
信通クッロブ
◆阪神ブロック
〇３月12日 第４回施設長会及び研修会(オンライン開催)
　「ACP～エンドオブライフについて」～その人らしい最期を過ごすために～
　講師：甲南女子大学　リハビリテーション学部助教　　
　　　　聲高 英代（こえたか はなよ）氏

◆西播磨ブロック
〇３月12日 西播磨ブロック老人福祉施設連盟施設長研修会（オンライン開催）
　「 新型コロナウイルス感染防止について(仮)」
　講師：医療法人伯鳳会 赤穂中央病院 感染管理認定看護師
　　　　勝平 真司 氏

◆但馬ブロック
〇２月２日 Web研修 身体拘束廃止・虐待防止 指導能力向上研修会
　講師：株式会社ニッソーネット　福祉の教室ほっと倶楽部  青田 氏

◆東播磨ブロック
〇１月29日 「認知症を体験する」
　ZOOMによるオンライン体験会の開催(360度動画WEB会議システム)
　講師：黒田 麻衣子 氏
〇２月17日 「日課の中でできる生活リハビリ」(オンライン開催)　
　講師：松本 健史 氏　
〇３月10日 「職員が辞めない職場づくり」(オンライン開催)　　　
　講師：高口 光子 氏

◆丹波ブロック
〇２月17日 ブロック役員会(オンライン開催)

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

淡路 三年とらふぐ

阪神 日本酒

姫路 おでん

丹波 黒豆

西播磨 牡蠣 但馬 松葉蟹

東播磨 明石焼き

編集
後記

　会員事業所の皆さまにおかれましては、本会事業推進について、ご理解、ご協力を賜りありがとうございました。
　今年度は新型コロナウイルス感染拡大により、事務局では研修会等においてリモート研修を取り入れるなど新
たな取り組みで事業を継続しておりますが、編集委員会では、「かけはし」を通して次年度も会員事業所の方々に
タイムリーな話題をお届けできるように頑張りますので、よろしくお願いいたします。
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◆ 青年部会 会員募集中 ◆
〔入会条件〕

〔目　　的〕

正 会 員

賛助会員

老人福祉の増進と老人福祉事業推進のために、
老人福祉事業後継者としての研鑽と会員相互の
親睦をはかることを目的とする。

【青年部会 事務局】 特別養護老人ホームたちばな苑 山岡 TEL （0799）27-0146

入会お待ちしております！
入会についてのお問い合わせ、並びに申込書送付は

下記、青年部会 事務局まで。

50歳以下の施設長もしくは施設長の
推薦する50歳以下の施設職員
年会費 ： ５,０００円
会の趣旨に賛同し、ご支援いただける方
年会費 ： １０,０００円

部会・委員会通信

県 老 協 加 入 施 設 数 R3.3.10現在

※ 賛助会員 1事業所（内訳：団体）

会
　
　
員

特 養 養 護 軽 費 ケアハウス デイサービス 計
阪　神
東播磨
姫　路
西播磨
但　馬
丹　波
淡　路
計

65
64
42
28
25
11
21

6
6
3
6
3
4
4

0
1
0
0
0
0
0

21
20
8
2
6
3
2

71
74
38
36
39
14
16

163
165
91
72
73
32
43
639256 32 1 62 288

◎ 介護保険推進委員会

◎ 介護人材確保推進委員会

◎ 調査研究委員会

◎ 編集委員会

◎ ケアプラン委員会

◎ 研修委員会

◎ 養護部会

◎ 軽費・ケアハウス部会

◎ デイ部会

◎ 地域サポート施設推進事業

介護報酬改定の影響調査を実施・分析したものをホームページに掲載
しております。又本調査に基づき厚生労働省、国会議員との意見交換
を行いました。（詳細は、かけはし107号号外等に掲載）

令和3年2月18日（木）「働き方改革」や「令和３年度介護報酬改
定」について、オンラインによる施設長研修会を開催しました。
令和３年度も現場の声に応える研修会を企画してまいりますので、多
くのご参加をお待ちしております。

令和3年2月12日(金）施設長研修会を開催しました。来年度に向けて、
軽費・ケアハウスの「修繕費」について調査を実施し、現状と課題を
把握し要望等に反映させていきますので、アンケートへのご協力をお
願いします。

令和３年１月19日に職員研修会、３月11日に施設長研修会を開催し
ました。
令和３年度にむけて多様化するニーズに対応した研修会を企画してお
りますので、積極的なご参加をお待ちしております。

令和３年度もニーズに添ったテーマにおいて、会員事業所が情報を共
有する機会として管理者・職員研修会を企画、実施します。

平成30年10月より、「地域サポート施設」が知事認定事業としてス
タートし、現在本会会員から67施設が認定を受けております。また、
兵庫県移住支援事業の認定事業所となりました。

令和３年度も「包括的自立支援プログラム」の浸透を図るための研修会
を企画し、実施します。また、今後の運営方針を検討するにあたり、会員
施設の皆様に「ケアプラン作成」に関する実態調査を実施する予定です。

令和2年度末、『生産性の向上』報告書を発行する予定で、現在、最
終のまとめを行っています。

かけはしで取り上げてほしい事がらや、会員事業所の取組み等の情報
をお寄せください。

当協会では、介護現場で働く職員が圏域内の中学校等を訪問し、介護
の仕事の魅力を伝える「出前授業」を随時実施しています。将来の介
護の担い手となる小学生・中学生・高校生・大学生やその保護者・教
員に向けて介護の仕事の魅力を発信しています。昨年度は中学生向け
の啓発ツールを作成し、今年度は、一般用（高校生を含む）の来年度
から活用できるよう啓発ツールリーフレット・動画を作成しています。
本会HPの「ひょうご介護求人ネット」を是非ご活用ください。令和
３年度も就職出前プレゼンテーションを実施します。
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厚
生
労
働
省　
老
人
保
健
課　
調
整
官　
南
亮

介
氏
に
よ
り
、
令
和
3
年
度
介
護
報
酬
改
定
に

つ
い
て
リ
モ
ー
ト
で
研
修
が
行
わ
れ
た
。
70
ペ

ー
ジ
を
超
え
る
資
料
を
基
に
1
時
間
半
に
わ
た

り
説
明
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
概
要
と
一
部
を
抜

粋
し
報
告
し
た
い
。

　

基
本
報
酬
の
見
直
し
の
改
定
率
に
つ
い
て

は
、
介
護
職
員
の
人
材
確
保
・
処
遇
改
善
に
も

配
慮
し
つ
つ
、
物
価
動
向
に
よ
る
物
件
費
へ
の

影
響
な
ど
介
護
事
業
者
の
経
営
を
巡
る
状
況
を

踏
ま
え
、
全
体
で
プ
ラ
ス
0.70
%
（
う
ち
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
す
る
た
め
の

特
例
的
な
評
価
と
し
て
、
0.05
%
（
令
和
3
年
9

月
末
ま
で
）
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま

え
て
、
「
原
則
全
て
の
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
報
酬

が
引
き
上
げ
ら
れ
、
全
て
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、
令
和
3
年
4
月
か
ら
9
月
末
ま
で
の
間
、

基
本
報
酬
に
0.10
％
上
乗
せ
す
る
。
」
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　
今
回
は
5
つ
の
柱
と
い
う
基
本
方
針
を
も

と
に
改
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

１.

感
染
症
や
災
害
へ
の
対
応
力
強
化

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
大
き

な
引
き
金
と
な
っ
た
項
目
でBC

P

（
事
業
継
続

計
画
）の
義
務
化
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
た
。

２.

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

　
介
護
報
酬
の
根
底
に
あ
る
項
目
で
は
あ
る
が
、

今
回
は
特
に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
認
知

症・看
取
り
な
ど
を
強
く
意
識
さ
せ
る
改
定
と

全事業所共通を含め、特に特養・通所におけるサービス改定事項の一部を挙げてみた。

共
　
通
　
項
　
目

項目 改正点
感染症対策の強化 委員会設置・訓練と研修（経過措置3年）
コロナウイルス感染症対応による特例的な評価 2021年9月末までの間はすべてのサービスの基本報酬に0.1％の上乗せ
業務継続に向けた取組の強化 研修の実施、訓練の義務（経過措置３年）
CHASE・VISIT 情報の収集・活用と PDCA サイクルの推進 CHASE・VISITがLIFEへ統合
人員配置基準における両立支援への配慮 仕事と育児や介護との両立への配慮
利用者への説明・同意等に係る見直し 電子媒体の導入や捺印の排除が可能に
記録の保存等に係る見直し 電子媒体を原則みとめられる
運営規程等の掲示に係る見直し 閲覧可能な形で備え置くことが可能に
高齢者虐待防止の推進 委員会の開催、指針整備、研修実施等の義務づけ（経過措置３年）
サービス提供体制強化加算の最上位区分が追加 有資格者80%以上・勤続10年以上有資格者35%以上等
介護職員等特定処遇改善加算の見直し 一般職/介護職との差は維持し、経験・技能における介護職間の格差の基準を緩和
介護職員処遇改善加算（Ⅳ）及び（Ⅴ）の廃止 令和３年３月末時点での同加算算定者は経過措置１年
認知症介護基礎研修の受講の義務付け 認知症介護基礎研修の受講が義務化（経過措置3年）
認知症に係る取り組みの情報公表の推進 各種研修者の人数と、サービス情報等を公表
看取り介護加算の追加 死亡日４５日前～３１日前で算定可能等
ハラスメント対策の強化 事業所方針の明示と相談体制の義務化

介
護
老
人
福
祉
施
設
等

基本報酬の引き上げ 介護福祉施設サービス費の基本報酬のアップ
生活機能向上連携加算 既存項目の2分化（医療連携と個別機能訓練化計画）
人員配置基準の緩和 ICT活用による夜間配置基準の緩和｠
個室ユニット型施設の設備・勤務体制の見直し 定員数の緩和等
口腔衛生管理の強化 口腔衛生管理体制加算が廃止でⅡが新設
栄養マネジメント加算 廃止　
栄養マネジメント加算 未実施の場合減算
栄養マネジメント強化加算 （新設）低栄養リスク改善加算の廃止
自立支援促進加算 医療連携を行いながら寝たきり・重度化防止を促す
褥瘡マネジメント加算 毎月算定へ
排せつ支援加算 PDCAサイクルの推進による排せつ管理の強化
看護職員の配置加算 19人以下では連携体制があれば緩和（ショート）
介護保険施設におけるリスクマネジメントの強化 安全管理体制未実施減算（経過措置6か月）

令
和
３
年
度
介
護
報
酬
改
訂
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
介
護
報
酬
改
訂
に
つ
い
て

特
集

〜
令
和
3
年
2
月
18
日
施
設
長
研
修
よ
り
〜

編
集
委
員
会
委
員

前 

川  

義 

量　

氏

な
って
い
る
と
い
え
る
。

３.

自
立
支
援・重
症
化
防
止
の
取
り
組
み
の
推
進

　

LIFE

（
科
学
的
な
介
護
と
デ
ー
タ
の
提

出
）
デ
ー
タ
に
基
づ
く
報
酬
の
設
定
で
あ
り

こ
の
辺
り
が
今
回
の
報
酬
改
定
を
実
質
プ
ラ

ス
に
で
き
る
か
ど
う
か
の
キ
ー
と
い
え
る
。

４.

介
護
人
材
の
確
保
・
介
護
現
場
の
革
新

　
処
遇
改
善
に
代
表
さ
れ
た
こ
れ
ま
で
の
看

板
項
目
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
事
業
所
の
運

営
状
況
を
重
視
し
た
改
定
と
な
っ
た
と
い
え

る
。
こ
こ
で
はIC

T

を
利
用
し
た
作
業
負
担

軽
減
に
と
も
な
う
人
員
配
置
の
緩
和
な
ど
が

う
た
わ
れ
て
い
る
。

５.

制
度
の
安
定
性
・
持
続
可
能
性
の
確
保

　
こ
れ
は
、
様
々
な
報
酬
基
準
の
中
で
無
駄

や
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
部
分
、
ま
た
は

実
効
性
の
担
保
が
で
き
な
い
項
目
等
を
削
減

す
る
と
い
う
改
定
で
あ
り
、
報
酬
体
系
の
簡

素
化
や
見
直
し
が
な
さ
れ
、
加
算
が
な
く
な

っ
て
い
る
部
分
も
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ

る
。

　
通
常
、
報
酬
改
定
の
前
年
に
は
施
設
状
況
等

調
査
が
あ
る
。
今
回
、
全
国
に
お
け
る
事
業
所

の
収
益
状
況
は
2.4
％
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
前
年

度
比
‒0.7
％
と
な
っ
て
お
り
事
業
所
の
運
営
は
非

常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
た
こ
と
が
伺
え

る
。
さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
が
そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
た
。
特
に

シ
ョ
ー
ト
・
通
所
・
デ
イ
へ
の
影
響
は
大
き

か
っ
た
。
こ
の
状
況
か
ら
み
て
も
今
回
の
改
定
が
マ

イ
ナ
ス
に
な
る
の
は
考
え
ら
れ
な
い
状
況
で
は
あ
っ

た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
は
国
難
で
あ
り
介
護
分
野
だ

け
の
問
題
で
は
な
い
た
め
、
報
酬
の
プ
ラ
ス
改
定
に

つ
い
て
は
慎
重
な
意
見
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
中
、
令
和
3
年
度
の
報
酬
改
定
は
+0.7
％
と

い
う
決
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

実
質
こ
の
プ
ラ
ス
改
定
を
ど
う
受
け
止
め
、
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
か
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
の

判
断
と
な
る
が
、
加
算
の
つ
け
か
え
と
見
直
し
を

し
っ
か
り
と
み
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
当

該
改
定
を
本
当
の
プ
ラ
ス
へ
導
く
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

の
ひ
と
つ
は
、
今
回
か
ら
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
に

な
るLIFE

（
科
学
的
介
護
情
報
シ
ス
テ
ム
）
へ
の
対

応
で
あ
ろ
う
。

　

LIFE

は
、C

H
A
SE(

科
学
的
に
裏
付
け
ら
れ
た
介

護)

とV
ISIT

（
通
所
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の
質
の
評
価

デ
ー
タ
収
集
等
事
業
）
を
統
合
さ
れ
た
新
名
称
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
記
録
さ
れ
た
様
々
な
介
護
デ
ー
タ
を

厚
生
労
働
省
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
集
中
さ
せ
る
と
い

う
も
の
で
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
科
学
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
問
題
解
決
を
本
格
的
に
進
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
施
設
内
だ

け
で
各
々
試
行
錯
誤
さ
れ
て
き
た
試
み
や
そ
の
傾
向

を
俯
瞰
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
個
々
の
事
業
所

が
母
集
団
に
対
し
、
ど
の
位
置
に
プ
ロ
ッ
ト
さ
れ
る

か
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
目
線
で
自
己
評
価

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
デ
ー
タ
の
乏
し
い

新
設
事
業
所
や
、
小
規
模
な
事
業
所
で
も
、
全
体
的

な
傾
向
を
見
る
こ
と
で
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
も
模
索

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、IC

T

の
強
化
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
こ
と

で
、
人
材
の
配
置
基
準
が
緩
和
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
と
、
兼
務
可
能
な
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
で
慢

性
的
な
人
材
不
足
の
解
消
に
対
す
る
方
向
性
も
明
確

に
示
さ
れ
た
。
「
科
学
的
介
護
情
報
」
「IC

T

活
用
」

「
人
材
問
題
」
は
、
今
後
介
護
分
野
に
お
け
る
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
今
回
の
介
護
報
酬
改
定
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
試
み
に

た
い
す
る
報
酬
」
か
ら
「
成
果
や
結
果
に
た
い
す
る
報

酬
」
へ
の
シ
フ
ト
で
あ
り
、
数
量
化
さ
れ
た
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
を
も
と
に
、
問
題
解
決
の
糸
口
を
見
出
し
、
そ

の
結
果
を
デ
ー
タ
と
し
て
残
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

デ
ー
タ
化
と
エ
ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
の
介
護
は
個
人
的
に

は
非
常
に
興
味
深
く
歓
迎
し
て
い
る
が
、
介
護
現
場
に

お
け
る
経
験
則
や
そ
れ
に
基
づ
い
た
勘
、
そ
し
て
何
よ

り
も
介
護
感
と
い
う
よ
う
な
部
分
は
持
ち
続
け
て
い
き

た
い
と
思
う
。

　
講
演
の
最
後
に
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い

て
、
厚
生
労
働
省
が
作
成
し
た
動

画
の
紹
介
が
あ
っ
た
の
で
紹
介
す

る
。



PDCA

PDCA

PDCA

PDCA

　

厚
生
労
働
省　
老
人
保
健
課　
調
整
官　
南
亮

介
氏
に
よ
り
、
令
和
3
年
度
介
護
報
酬
改
定
に

つ
い
て
リ
モ
ー
ト
で
研
修
が
行
わ
れ
た
。
70
ペ

ー
ジ
を
超
え
る
資
料
を
基
に
1
時
間
半
に
わ
た

り
説
明
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
概
要
と
一
部
を
抜

粋
し
報
告
し
た
い
。

　

基
本
報
酬
の
見
直
し
の
改
定
率
に
つ
い
て

は
、
介
護
職
員
の
人
材
確
保
・
処
遇
改
善
に
も

配
慮
し
つ
つ
、
物
価
動
向
に
よ
る
物
件
費
へ
の

影
響
な
ど
介
護
事
業
者
の
経
営
を
巡
る
状
況
を

踏
ま
え
、
全
体
で
プ
ラ
ス
0.70
%
（
う
ち
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
す
る
た
め
の

特
例
的
な
評
価
と
し
て
、
0.05
%
（
令
和
3
年
9

月
末
ま
で
）
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま

え
て
、
「
原
則
全
て
の
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
報
酬

が
引
き
上
げ
ら
れ
、
全
て
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、
令
和
3
年
4
月
か
ら
9
月
末
ま
で
の
間
、

基
本
報
酬
に
0.10
％
上
乗
せ
す
る
。
」
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　
今
回
は
5
つ
の
柱
と
い
う
基
本
方
針
を
も

と
に
改
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

１.

感
染
症
や
災
害
へ
の
対
応
力
強
化

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
大
き

な
引
き
金
と
な
っ
た
項
目
でBC

P

（
事
業
継
続

計
画
）の
義
務
化
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
た
。

２.

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

　
介
護
報
酬
の
根
底
に
あ
る
項
目
で
は
あ
る
が
、

今
回
は
特
に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
認
知

症・看
取
り
な
ど
を
強
く
意
識
さ
せ
る
改
定
と

3

通
　
所
　
介
　
護
　
等

そ
　
の
　
他

認知症専門ケア加算等の見直し 認知症専門ケア加算を新たに創設
認知症介護基礎研修の受講の義務づけ 認知症基礎研修の義務づけ（経過措置３年）
通所介護における地域等との連携の強化 地域交流の強化

 加算ⅠⅡの統合、PDCAサイクルの推進、CHASEへのデータ提出で上位区分

通所介護等の入浴介助加算の見直し 医療連携等による個別入浴介助環境設置評価新設
　介護職員が実施可能な口腔機能のスクリーニング実施評価の新設と

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  CHASEへのデータ提出、PDCA サイクルの推進
管理栄養士と介護職員等の連携による栄養アセスメント取組評価の新設と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CHASE へのデータ提出、PDCA サイクルの推進
入浴介助加算の見直し 現状維持だけなら減算となる。
ADL維持等加算の見直し 時間と人数の制約が緩和
リハビリテーションマネジメント加算の見直し ⅠとⅣが廃止（通リハ）
入浴介助加算の見直し Ⅱの新設（通リハ）
看取り期の対応評価 2 時間ルールの運用の弾力化（訪問）
認知症専門ケア加算等の見直し Ⅱの新設（訪問）
通院等乗降解除の見直し 居宅が始点・終点になる場合算定可能（訪問）
特定処遇改善加算見直し ICT 利用の活発化をめざす（訪問）
特定事業加算見直 事業所における分配比率裁量権を増やし取得率を高める（訪問）
処遇改善加算一部廃止 加算ⅣとⅤが廃止となる（訪問）
緊急時の宿泊ニーズへの対応の充実 柔軟な受け入れ対応で加算（小多機）
逓減制の見直し ICT を活用する場合 40件から 45件へ（居宅）
入居継続支援加算の見直し Ⅱ新設（特定）
医療連携対応加算 拡充（GH）
地域の特性に応じた認知症グループホームの確保 ユニット数の拡充（GH）
夜勤職員体制の見直し 3 ユニット平屋の場合のみ緩和（GH）

項目 改正点

通所系サービス等における口腔機能向上の取組の充実

通所介護における個別機能訓練加算の見直し

通所系サービス等における栄養ケア・マネジメントの充実

な
って
い
る
と
い
え
る
。

３.

自
立
支
援・重
症
化
防
止
の
取
り
組
み
の
推
進

　

LIFE

（
科
学
的
な
介
護
と
デ
ー
タ
の
提

出
）
デ
ー
タ
に
基
づ
く
報
酬
の
設
定
で
あ
り

こ
の
辺
り
が
今
回
の
報
酬
改
定
を
実
質
プ
ラ

ス
に
で
き
る
か
ど
う
か
の
キ
ー
と
い
え
る
。

４.

介
護
人
材
の
確
保
・
介
護
現
場
の
革
新

　
処
遇
改
善
に
代
表
さ
れ
た
こ
れ
ま
で
の
看

板
項
目
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
事
業
所
の
運

営
状
況
を
重
視
し
た
改
定
と
な
っ
た
と
い
え

る
。
こ
こ
で
はIC

T

を
利
用
し
た
作
業
負
担

軽
減
に
と
も
な
う
人
員
配
置
の
緩
和
な
ど
が

う
た
わ
れ
て
い
る
。

５.

制
度
の
安
定
性
・
持
続
可
能
性
の
確
保

　
こ
れ
は
、
様
々
な
報
酬
基
準
の
中
で
無
駄

や
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
部
分
、
ま
た
は

実
効
性
の
担
保
が
で
き
な
い
項
目
等
を
削
減

す
る
と
い
う
改
定
で
あ
り
、
報
酬
体
系
の
簡

素
化
や
見
直
し
が
な
さ
れ
、
加
算
が
な
く
な

っ
て
い
る
部
分
も
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ

る
。

　
通
常
、
報
酬
改
定
の
前
年
に
は
施
設
状
況
等

調
査
が
あ
る
。
今
回
、
全
国
に
お
け
る
事
業
所

の
収
益
状
況
は
2.4
％
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
前
年

度
比
‒0.7
％
と
な
っ
て
お
り
事
業
所
の
運
営
は
非

常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
た
こ
と
が
伺
え

る
。
さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
が
そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
た
。
特
に

シ
ョ
ー
ト
・
通
所
・
デ
イ
へ
の
影
響
は
大
き

か
っ
た
。
こ
の
状
況
か
ら
み
て
も
今
回
の
改
定
が
マ

イ
ナ
ス
に
な
る
の
は
考
え
ら
れ
な
い
状
況
で
は
あ
っ

た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
は
国
難
で
あ
り
介
護
分
野
だ

け
の
問
題
で
は
な
い
た
め
、
報
酬
の
プ
ラ
ス
改
定
に

つ
い
て
は
慎
重
な
意
見
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
中
、
令
和
3
年
度
の
報
酬
改
定
は
+0.7
％
と

い
う
決
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

実
質
こ
の
プ
ラ
ス
改
定
を
ど
う
受
け
止
め
、
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
か
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
の

判
断
と
な
る
が
、
加
算
の
つ
け
か
え
と
見
直
し
を

し
っ
か
り
と
み
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
当

該
改
定
を
本
当
の
プ
ラ
ス
へ
導
く
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

の
ひ
と
つ
は
、
今
回
か
ら
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
に

な
るLIFE

（
科
学
的
介
護
情
報
シ
ス
テ
ム
）
へ
の
対

応
で
あ
ろ
う
。

　

LIFE

は
、C

H
A
SE(

科
学
的
に
裏
付
け
ら
れ
た
介

護)

とV
ISIT

（
通
所
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の
質
の
評
価

デ
ー
タ
収
集
等
事
業
）
を
統
合
さ
れ
た
新
名
称
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
記
録
さ
れ
た
様
々
な
介
護
デ
ー
タ
を

厚
生
労
働
省
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
集
中
さ
せ
る
と
い

う
も
の
で
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
科
学
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
問
題
解
決
を
本
格
的
に
進
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
施
設
内
だ

け
で
各
々
試
行
錯
誤
さ
れ
て
き
た
試
み
や
そ
の
傾
向

を
俯
瞰
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
個
々
の
事
業
所

が
母
集
団
に
対
し
、
ど
の
位
置
に
プ
ロ
ッ
ト
さ
れ
る

か
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
目
線
で
自
己
評
価

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
デ
ー
タ
の
乏
し
い

新
設
事
業
所
や
、
小
規
模
な
事
業
所
で
も
、
全
体
的

な
傾
向
を
見
る
こ
と
で
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
も
模
索

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、IC

T

の
強
化
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
こ
と

で
、
人
材
の
配
置
基
準
が
緩
和
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
と
、
兼
務
可
能
な
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
で
慢

性
的
な
人
材
不
足
の
解
消
に
対
す
る
方
向
性
も
明
確

に
示
さ
れ
た
。
「
科
学
的
介
護
情
報
」
「IC

T
活
用
」

「
人
材
問
題
」
は
、
今
後
介
護
分
野
に
お
け
る
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
今
回
の
介
護
報
酬
改
定
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
試
み
に

た
い
す
る
報
酬
」
か
ら
「
成
果
や
結
果
に
た
い
す
る
報

酬
」
へ
の
シ
フ
ト
で
あ
り
、
数
量
化
さ
れ
た
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
を
も
と
に
、
問
題
解
決
の
糸
口
を
見
出
し
、
そ

の
結
果
を
デ
ー
タ
と
し
て
残
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

デ
ー
タ
化
と
エ
ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
の
介
護
は
個
人
的
に

は
非
常
に
興
味
深
く
歓
迎
し
て
い
る
が
、
介
護
現
場
に

お
け
る
経
験
則
や
そ
れ
に
基
づ
い
た
勘
、
そ
し
て
何
よ

り
も
介
護
感
と
い
う
よ
う
な
部
分
は
持
ち
続
け
て
い
き

た
い
と
思
う
。

　
講
演
の
最
後
に
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い

て
、
厚
生
労
働
省
が
作
成
し
た
動

画
の
紹
介
が
あ
っ
た
の
で
紹
介
す

る
。

新設、算定要件5人程度以下に対して有資格者が対応



告報会修研
令
和
２
年
度
介
護
の
日
イ
ベ
ン
ト

人
生
の
最
終
段
階
に
向
け
て
の
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

人
生
の
最
終
段
階
に
向
け
て
の
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

令
和
２
年
11
月
11
日
（
水
）
開
催

場
所
／
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
神
戸

　
今
年
度
は
、
公
益
財
団
法
人
神
戸
新
聞

厚
生
事
業
団
が
創
設
さ
れ
た
「
第
１
回
ひ

ょ
う
ご
福
祉
の
現
場
若
手
リ
ー
ダ
ー
賞
」

表
彰
授
与
式
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
第
一
部
で
は
、
吉
本
芸
人
レ
ギ
ュ
ラ
ー

の
お
二
人
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
吉

本
お
笑
い
レ
ク
講
演
「
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
知

っ
て
お
き
た
い
介
護
の
話
」
と
い
う
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
、
写
真
家
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
で
も
あ
る
國
森
康
弘
氏
を
お
招
き
し

「
写
真
講
演
：
家
族
を
看
取
る
〜
地
域
で

の
看
取
り
の
現
場
か
ら
〜
」
と
題
し
数
々

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
写
真
ス
ラ
イ
ド
を
使
い

な
が
ら
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
初
に
看
取
り

は
命
の
バ
ト
ン
リ

レ
ー
で
あ
る
、
今
、

こ
こ
に
生
き
て
い

る
私
た
ち
は
数
万

数
百
万
を
超
え
る

命
の
バ
ト
ン
リ
レ

ー
の
先
頭
を
走
っ
て
い
る
ラ
ン
ナ
ー
で
あ

り
、
私
た
ち
も
ま
た
そ
の
命
を
つ
な
げ
て

い
く
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
バ
ト
ン
を
つ

な
げ
る
の
は
血
縁
だ
け
で
は
な
い
、
世
界

に
は
戦
争
、
貧
困
な
ど
全
う
で
き
ず
に
命

を
落
と
す
人
な
ど
様
々
な
人
が
い
る
こ
と

を
知
っ
て
ほ
し
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
進
行
性
難
病
（
A
L
S
）
を
患
う
50
代

女
性
、
苦
悩
の
末
に
人
工
呼
吸
器
を
装
着

し
、
制
度
、
家
族
に
加
え
近
所
、
学
生
グ

ル
ー
プ
、
看
護
師
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

7
代
に
も
わ
た
り
支
援
を
継
続
し
、
住
み

慣
れ
た
自
宅
で
最
期
を
迎
え
る
。
ま
た
、

6
歳
で
脳
腫
瘍
を
患
っ
た
女
の
子
は
、
大

好
き
な
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
へ
行
き
た

い
と
い
う
夢

を
生
き
る
力

に
変
え
、
家
族
、

関
係
者
に
よ

り
夢
を
実
現

し
命
を
全
う

す
る
姿
を
記

録
に
残
さ
れ

ま
し
た
。

　

東
近
江
市
永
源
寺
地
区
で
の
認
知
症
を

患
っ
た
女
性
の
最
期
や
、
都
市
部
に
お
け

る
ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
で
の
看
取
り
介
護
な

ど
、
國
森
氏
は
多
く
の
看
取
り
の
現
場
に

寄
り
添
い
な
が
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
、
あ

た
た
か
な一瞬
を
切
り
取
っ
て
お
ら
れ
る
。

　
最
後
に
、
私
た
ち
も
現
場
で
の
看
取
り

介
護
で
学
ぶ
こ
と
は
多
い
。
私
達
は
命
の

バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
瞬
間
に
立
ち
会
わ
せ
て

い
た
だ
き
、
最
期
の
瞬
間
を
迎
え
る
ま
で
、

ご
本
人
と
ご
家
族
様
に
寄
り
添
う
看
取
り

ケ
ア
に
つ
い
て
、
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る

感
慨
深
い
講
演
会
で
し
た
。

　
メ
デ
ィ
カ
ル 

・
ケ
ア 

・
サ
ー
ビ
ス
株
式

会
社　
西
日
本
事
業
統
括
部
岐
阜
事
業
部

部
長　
認
知
症
戦
略
室
副
室
長　
杉
本
浩

司
氏
よ
り　
「
感
染
症
等
の
閉
塞
感
か
ら

の
開
放
が
で
き
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ

プ
の
７
つ
の
魔
法
」
と
題
し
て
、Ｗ
Ｅ
Ｂ

研
修
を
行
な
い
ま
し

た
。
　
現
在
も
、
全
国
的

に
コ
ロ
ナ
感
染
症
が

流
行
し
て
お
り
、
外

出
で
き
ず
自
粛
す
る

事
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
い
う
時

だ
か
ら
こ
そ
、「
チ
ー

ム
で
同
じ
事
を
考
え

る
事
が
ポ
イ
ン
ト
」

に
な
っ
て
き
ま
す
。

職
員
全
員
に
共
通
す

る
話
題
で
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

事
の
話
し
あ
い
を
す
る
と
、
相
手
を
知
る

事
が
で
き
ま
す
。
回
数
を
増
や
し
て
い
く

と
、
相
手
の
人
間
的
な
側
面
が
見
え
、
感

情
が
深
ま
り
、
親
し
み
を
感
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
ザ
イ
ア
ン
ス
の
法

則
」
と
言
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
肩
書
き
」

を
つ
く
り
ま
す
。
自
分
が
目
指
す
事
、
理

想
の
自
分
を
名
札
に
書
く
、
人
が
見
え
る

所
に
掲
示
す
る
と
、
人
が
見
て
い
る
為
、

そ
れ
に
合
わ
せ
た
行
動
を
と
れ
る
よ
う
に

な
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
成
長
」
と
は
、
出
来
な
い

事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
事
で
あ
り
、

目
標
に
対
し
て
達
成
で
き
な
か
っ
た
場

合
、
不
足
部
分
を
改
善
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
改
善
す
る
為
に
は
、「
誰
が
」「
い

つ
」「
ど
こ
で
」「
何
を
」「
な
ぜ
」「
ど

の
よ
う
に
」に
加
え
て「
期
限
」と「
状
態
」

を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
介
護
職
員
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

し
て
、
そ
の
人
の
当
た
り
前
の
生
活
を

取
り
戻
す
事
、
元
気
に
す
る
事
で
あ
り
、

そ
の
人
の
目
的
を
達
成
す
る
パ
ー
ト
ナ

ー
で
あ
る
事
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
為
に
、
利
用
者
の
８
割
以
上
に
起
き

て
い
る
「
脱
水
」「
低
栄
養
」「
貧
血
」「
ポ

リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」
の
状
態
改
善
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
杉
本
氏
か
ら
「
72
時
間
以

内
に
行
動
し

な
い
と
、
誰

も
動
か
な
い
。

何
も
動
か
な

い
。
可
能
性

は
無
限
大
で

あ
る
」
と
伝

え
ら
れ
ま
し

た
。

職　

員　

研　

修　

会

職　

員　

研　

修　

会

令
和
２
年
11
月
19
日
（
木
）
開
催

場
所
／
兵
庫
県
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
W
E
B
研
修

編
集
委
員

浅
田 

亜
里
紗

編
集
委
員

森 

理
恵
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令
和
３
年
１
月
18
日
（
月
）
開
催

場
所
／
兵
庫
県
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
W
E
B
研
修

　
株
式
会
社
Ｑ
Ｏ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締

役 

妹
尾 

弘
幸
氏
を
招
い
て
「
コ
ロ
ナ
対

策
と
こ
れ
か
ら
の
デ
イ
運
営
」
に
つ
い
て

の
研
修
会
が
、
Z
o
o
m
に
よ
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
感

染
し
た
場
合
、

重
症
化
し
や

す
い
の
は
、

高
齢
者
や
基

礎
疾
患
の
あ

る
方
で
、
妊

婦
や
喫
煙
歴

も
注
意
が
必

要
で
あ
る
こ

と
。
ま
た
、
感
染
者
が
、
他
の
人
に
感
染

さ
せ
て
し
ま
う
可
能
性
の
あ
る
期
間
は
、

発
症
の
２
日
前
か
ら
発
症
後
の
７
〜
10
日

程
度
、
感
染
さ
せ
る
確
率
は
２
割
以
下
と

の
説
明
が
あ
り
、
実
際
に
は
、
多
く
の
人

は
他
の
人
に
感
染
さ
せ
て
い
な
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
感
染
の
予
防
に
は
、
換
気
・
加
湿
が
必

要
で
あ
り
、
湿
度
が
上
が
る
に
つ
れ
て
ウ

イ
ル
ス
は
下
に
落
ち
る
の
で
、
机
や
床
の

清
掃
・
消
毒
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
靴
底
、

車
椅
子
の
タ
イ
ヤ
、
杖
先
の
ゴ
ム
等
に
も

注
意
が
必
要
と
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
「
社
会
福
祉
施
設

等
に
お
け
る
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
留

意
点
に
つ
い
て
」
を
参
考
に
な
る
の
で
、

そ
れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
施
設
ご
と
に

感
染
予
防
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
備
え

て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
兵
庫
県
の
場
合
は
、
感
染
者
が
出
た
場

合
の
、「
兵
庫
県
協
力
ス
キ
ー
ム
」
と
い

う
制
度
が
あ
る
の
で
、
い
ち
ど
目
を
通
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
デ
イ
利
用
者
に
は
利
用
自
粛
の
説
明
、

及
び
職
員
に
対
し
て
は
感
染
予
防
の
ス
ト

レ
ス
や
不
安
・
恐
怖
か
ら
く
る
離
職
防
止

策
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
運

転
資
金
の
確
保
な
ど
、
経
営
の
継
続
と
い

っ
た
問
題
に
も
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
83

名
の
出
席

を
い
た
だ

き
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の

感
染
防
止

に
も
注
意

を
し
な
が

ら
、
利
用

者
目
線
の

デ
イ
運
営

を
再
認
識

で
き
る
研

修
に
な
り

ま
し
た
。

　
今
年
度
最
後
の
施
設
長
研
修
会
で
は
、国

産
牛
ス
テ
ー
キ
丼
専
門
店「
佰
食
屋
」で
有

名
な
、㈱m

initts

代
表
取
締
役
中
村
朱
美

氏
を
招
い
て「
み
ん
な
が
幸
せ
な
新
し
い
仕

組
み
〜
働
き
方
改
革
の
、そ
の
先
へ
〜
」と
題

し
て
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
た
ま
た
ま
、夫
の
趣
味
が
料
理
、得
意
な
の

が
ス
テ
ー
キ
丼
、こ
れ
が
非
常
に
お
い
し
く
、こ

れ
ま
で
の
飲
食
店
の
常
識
を
覆
す
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
作
ろ
う
と
思
い
立
ち
、
一

日
100
食
限
定
の
ラ
ン
チ
専
門
店「
佰
食
屋
」

を
、2012
年
に
創
業
し
ま
し
た
。お
か
げ
さ
ま

で
、4
店
舗
を
構
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

佰
食
屋
の
特
徴
は
、「
ラ
ン
チ
営
業
」の
み

で
あ
る
こ
と
。夜
も
営
業
し
た
ら
い
い
の
で

は
、と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、100
食
限
定
に
す

る
メ
リ
ッ
ト
が
3
つ
あ
り
ま
す
。

①
フ
ー
ド
ロ
ス
ほ
ぼ
ゼ
ロ

　

100
食
限
定
な
の
で
、仕
入
れ
に
無
駄
が
あ

り
ま
せ
ん
。

②
集
客
効
果
が
上
が
る

　

お
金
を
か
け
ず
に
集
客
す
る
た
め
に
100

食
、し
か
も
ラ
ン
チ
だ
け
と
い
う
こ
と
を
、希

少
価
値
に
結
び
付
け
ま
し
た
。休
み
明
け
、大

雨
、警
報
等
、普
通
な
ら
集
客
を
あ
き
ら
め
る

日
に
限
って
、「
今
日
な
ら
す
い
て
い
る
か
も
」

と
い
う
お
客
様
が
来
て
く
れ
ま
す
。ま
た
、料

理
の
水
準
を
上
げ
てSN

S

等
の
口
コ
ミ
で

拡
散
す
る
と
い
っ
た
、「
コ
ン
セ
プ
ト
集
客
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

③
早
く
帰
れ
る

　

従
業
員
の
就
労
時
間
の
最
長
は
、9
時

か
ら
17
時
45
分
。日
中
に
仕
事
が
で
き
る
た

め
、10
代
〜
70
代
ま
で
の
、子
育
て
女
性
、シ

ン
グ
ル
マ
ザ
ー
、高
齢
者
、障
が
い
者
、介
護

中
の
方
、妊
娠
中
の
方
、外
国
人
留
学
生
な

ど
に
門
戸
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

従
業
員
は
、出
勤・退
勤
時
間
、有
給
休

暇・公
休
を
自
分
で
設
定
で
き
ま
す
。従
業

員
に
自
己
管
理
さ
せ
た
ほ
う
が
、出
怠
勤
の

最
適
化
が
う
ま
く
い
き
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
で
は
、緊
急
事
態
宣
言
が
出

る
前
に
2
店
舗
の
閉
鎖
を
決
定
。雇
用
調
整

助
成
金
や
持
続
化
給
付
金
を
活
用
し
て

「
生
き
残
る
」こ
と
を
最
優
先
に
考
え
ま
し

た
。し
か
し
、「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え

よ
」と
い
う
言
葉
通
り
、テ
イ
ク
ア
ウ
ト
営
業

への
切
り
替
え
やG

W

あ
け
の
集
客
の
手
立

て
を
実
施
し
ま
し
た
。早
く
手
を
打
っ
た
結

果
、6
月
か
ら
は
ほ
ぼ
通
常
通
り
と
な
り
、そ

の
他
、新
商
品
開
発
な
ど「
先
手
必
勝
」で
、

コロ
ナ
禍
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
社
の
拡
大
よ
り
も
日
本
の
働
き
方
を

良
く
す
る
。SD

G
s

／
世
界
を
変
え
る
た
め

の
17
目
標
の
う
ち
、8
番
目
の「
働
き
が
い

も
経
済
成
長
も
」、12
番
目
の「
つ
く
る
責
任
、

つ
か
う
責
任
」ど
ち
ら
も
全
う
し
、未
来
の
こ

ど
も
た
ち
に
残
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

目
の
覚
め
る
よ
う
な
最
先
端
の
経
営
の

考
え
方
と
実
践
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、研

修
参
加
者一同
、深
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

施  

設  

長  

研  

修  

会

施  

設  

長  

研  

修  

会

デ 

イ 

部 

会  

研 

修 

会

デ 

イ 

部 

会  

研 

修 

会

令
和
３
年
２
月
１
８
日
（
木
）
開
催

場
所
／
神
戸
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
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6

介紹員会

特別養護老人ホーム ほがらか苑
介護老人福祉施設／阪神ブロック

社会福祉法人 ほがらか会
特別養護老人ホーム ほがらか苑
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
施設長名 宮﨑 均

併設事業

住所 〒660-0824 尼崎市東本町4-103-11
ＴＥＬ 06-4868-2533  ＦＡＸ 06-4868-2536
hogarakaen@mild.ocn.ne.jp

定員数 入所97名

短期入所生活介護、ケアハウス、居宅介護支
援事業、訪問介護、地域包括支援センター

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ほ
が
ら
か
苑

は
、
平
成
11
年
３
月
に
開
所
し
ま
し
た
。

個
室
と
多
床
室
を
設
け
た
従
来
型
で
、

２
階
〜
４
階
が
特
養
、
５
階
が
ケ
ア
ハ
ウ

ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
法
人
内
に
は
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
併
設
さ
れ
て
お

り
、
地
域
に
根
差
し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
駅
か
ら
も
近
く
、

近
隣
に
は
尼
崎
城
も
あ
り
、
施
設
が
建
っ

て
い
る
土
地
も
昔
は
尼
崎
城
の
敷
地
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
等
で
色
々
な
制
限
が
あ
り
、

入
居
者
様
・
ご
家
族
様
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
状

況
の
中
で
も
、「
あ
な
た
が
最
後
に
い
い

人
生
だ
っ
た
と
思
え
る
よ
う
、
全
力
を
尽

く
し
支
援
し
ま
す
」
の
法
人
理
念
の
下
、

「
ほ
が
ら
か
苑
」
で
の
生
活
が
よ
り
良
い

も
の
と
な
る
よ
う
、
職
員
一
同
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
令
和
３
年
度
１

月
よ
り
特
養
を
増
床
す
る
事
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性

が
増
す
事
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
入
居

者
様
の
生
活
が
安
心
・
安
全
に
送
れ
る

よ
う
職
員
の
技
術
向
上
を
行
い
、
地
域
の

方
々
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
施
設
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

明石特別養護老人ホームラガール
介護老人福祉施設／東播磨ブロック

社会福祉法人 弘道福祉会
明石特別養護老人ホームラガール
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
施設長名 齋藤 直樹

併設事業

住所 〒673-0033 明石市林崎町3丁目542-37
ＴＥＬ 078-923-9230  ＦＡＸ 078-923-9202
akashi.lagare@m7.dion.ne.jp

定員数 入所50名

短期入所生活介護、通所介護、訪問介護、居
宅介護支援事業所、小規模多機能型居宅介
護、配食サービス

　

明
石
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　
ラ
ガ
ー
ル

は
、
平
成
14
年
に
開
設
し
ま
し
た
。
施

設
の
前
に
は
林
崎
海
岸
が
広
が
り
、
入

浴
時
に
は
湯
船
に
つ
か
り
な
が
ら
淡
路
島

を
眺
め
ら
れ
、
夕
食
は
明
石
大
橋
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
を
眺
め
な
が
ら
の
お
食
事
、
共

に
明
石
ラ
ガ
ー
ル
で
は
利
用
者
様
か
ら
大

変
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
「
安
心
・
信
頼
・
貢
献
」
の
法
人
理
念

の
元
、
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
19

年
目
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
が
、
令

和
２
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
行
事
・
外

出
等
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
計
画
が
中
止
・

縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
利
用
者
は
も
ち

ろ
ん
、
職
員
も
悔
し
い
思
い
を
た
く
さ
ん

経
験
し
て
来
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
１
日
で

も
早
い
終
息
を
願
いつつ
、
W
i
t
h
コ
ロ

ナ
で
上
手
く
コ
ロ
ナ
と
付
き
合
っ
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
な
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
の
夏
頃
に
は
敷
地

内
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
開
設
す
る
予
定

に
な
って
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
地
域
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る

施
設
を
目
指
し
頑
張
って
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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伊丹荒牧デイサービスセンター
通所介護／阪神ブロック

社会福祉法人 伊丹市社会福祉事業団
伊丹荒牧デイサービスセンター
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
施設長名 西村 千恵

併設事業

住所 〒664-0001 伊丹市荒牧５丁目１６―２７
ＴＥＬ 072-777-7006  ＦＡＸ 072-777-7006
aramaki@jigyoudan-itami-hyogo.jp

定員数 通所40名

居宅介護支援事業所、地域包括支援センター

　

荒
牧
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、

平
成
７
年
に
開
設
し
、
令
和
３
年
５
月

に
は
27
年
目
を
迎
え
ま
す
。
伊
丹
市
の

最
北
に
位
置
し
て
お
り
、
す
ぐ
近
く
に

は
「
荒
牧
バ
ラ
公
園
」
が
あ
り
ま
す
。

春
と
秋
に
は
公
園
一
面
約
250
種
１
万
本

の
見
事
な
薔
薇
が
咲
き
誇
り
、
利
用
者

様
の
送
迎
中
に
も
花
壇
の
薔
薇
を
見
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

デ
イ
ル
ー
ム
は
、
広
々
と
し
た
ス

ペ
ー
ス
が
あ
り
ビ
デ
オ
体
操
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
え
る
他
、
食
堂
と
し

て
も
利
用
し
て
お
り
ま
す
。
浴
室
に
は

機
械
浴
と
一
般
浴
が
あ
り
、
更
衣
室
共

に
ゆ
っ
た
り
と
入
浴
し
て
頂
け
る
広
さ

が
あ
り
ま
す
。
又
、
機
能
訓
練
を
行
う

別
ル
ー
ム
で
は
A
D
L
の
維
持
向
上
に

努
め
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
と
の
交
流
に
も
取
り
組
み
地
域

交
流
事
業
と
し
て
「
荒
牧
デ
イ
祭
り
」

を
秋
に
行
っ
て
い
ま
す
。
法
人
の
経
営

理
念
で
も
あ
る
「
豊
か
な
明
日
へ
あ
な

た
と
と
も
に
歩
み
ま
す
」
を
目
標
に
、

地
域
に
愛
さ
れ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
実

践
で
き
る
様
、
職
員
一
同
邁
進
し
て
参

り
ま
す
。

山彦デイサービス
通所介護／姫路ブロック

社会福祉法人 本覚寺苑
山彦デイサービス
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
施設長名 小林 拓樹

併設事業

住所 〒671-0252 姫路市花田町加納原田171-5
ＴＥＬ 079-253-8250  ＦＡＸ 079-253-8251
yamabiko@honkakuji-gr.or.jp

定員数 通所10名

特別養護老人ホーム、通所介護、短期入所生
活介護、認知症対応型共同生活介護、小規模
多機能型居宅介護、居宅介護支援事業所、地
域包括支援センター

　

通
所
介
護
山
彦
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
平

成
21
年
10
月
に
定
員
10
名
の
民
家
改
修

型
小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
開
所
し

ま
し
た
。
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
サ
ー

ビ
ス
が
行
え
る
様
、
外
観
は
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
当
然
お
身

体
が
不
自
由
な
方
が
利
用
出
来
る
様
、

中
庭
か
ら
車
椅
子
で
利
用
出
来
る
様
に
ス

ロ
ー
プ
を
設
置
し
た
り
、
浴
室
の
脱
衣
場

を
広
げ
た
り
男
女
が
利
用
し
や
す
い
よ
う

に
２
つ
の
ト
イ
レ
を
作
る
等
の
改
修
を
行

い
ま
し
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
内
容
と
し
て
は
、
毎
月
、
手

の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
、
季
節
に
応
じ
た
作
品

作
り
を
行
う
等
、
利
用
者
様
の
趣
味
や

趣
向
を
採
り
入
れ
た
作
品
作
り
を
し
て

い
ま
す
。
庭
に
は
、
家
庭
菜
園
が
あ
り
、

昔
畑
仕
事
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
利
用

者
様
が
野
菜
作
り
を
行
い
、
収
穫
で
き

た
時
に
は
利
用
者
様
に
食
事
と
し
て
提

供
す
る
こ
と
も
楽
し
み
の
１
つ
と
な
って
お

り
ま
す
。

　

現
在
は
、
平
成
26
年
に
開
所
さ
れ
た

山
彦
第
２
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
サ
テ
ラ
イ
ト

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
行
って
来
た
サ
ー
ビ
ス

を
継
続
し
な
が
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
運
営

し
て
い
ま
す
。



信通クッロブ
◆阪神ブロック
〇３月12日 第４回施設長会及び研修会(オンライン開催)
　「ACP～エンドオブライフについて」～その人らしい最期を過ごすために～
　講師：甲南女子大学　リハビリテーション学部助教　　
　　　　聲高 英代（こえたか はなよ）氏

◆西播磨ブロック
〇３月12日 西播磨ブロック老人福祉施設連盟施設長研修会（オンライン開催）
　「 新型コロナウイルス感染防止について(仮)」
　講師：医療法人伯鳳会 赤穂中央病院 感染管理認定看護師
　　　　勝平 真司 氏

◆但馬ブロック
〇２月２日 Web研修 身体拘束廃止・虐待防止 指導能力向上研修会
　講師：株式会社ニッソーネット　福祉の教室ほっと倶楽部  青田 氏

◆東播磨ブロック
〇１月29日 「認知症を体験する」
　ZOOMによるオンライン体験会の開催(360度動画WEB会議システム)
　講師：黒田 麻衣子 氏
〇２月17日 「日課の中でできる生活リハビリ」(オンライン開催)　
　講師：松本 健史 氏　
〇３月10日 「職員が辞めない職場づくり」(オンライン開催)　　　
　講師：高口 光子 氏

◆丹波ブロック
〇２月17日 ブロック役員会(オンライン開催)

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

淡路 三年とらふぐ

阪神 日本酒

姫路 おでん

丹波 黒豆

西播磨 牡蠣 但馬 松葉蟹

東播磨 明石焼き

編集
後記

　会員事業所の皆さまにおかれましては、本会事業推進について、ご理解、ご協力を賜りありがとうございました。
　今年度は新型コロナウイルス感染拡大により、事務局では研修会等においてリモート研修を取り入れるなど新
たな取り組みで事業を継続しておりますが、編集委員会では、「かけはし」を通して次年度も会員事業所の方々に
タイムリーな話題をお届けできるように頑張りますので、よろしくお願いいたします。
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◆ 青年部会 会員募集中 ◆
〔入会条件〕

〔目　　的〕

正 会 員

賛助会員

老人福祉の増進と老人福祉事業推進のために、
老人福祉事業後継者としての研鑽と会員相互の
親睦をはかることを目的とする。

【青年部会 事務局】 特別養護老人ホームたちばな苑 山岡 TEL （0799）27-0146

入会お待ちしております！
入会についてのお問い合わせ、並びに申込書送付は

下記、青年部会 事務局まで。

50歳以下の施設長もしくは施設長の
推薦する50歳以下の施設職員
年会費 ： ５,０００円
会の趣旨に賛同し、ご支援いただける方
年会費 ： １０,０００円

部会・委員会通信

県 老 協 加 入 施 設 数 R3.3.10現在

※ 賛助会員 1事業所（内訳：団体）

会
　
　
員

特 養 養 護 軽 費 ケアハウス デイサービス 計
阪　神
東播磨
姫　路
西播磨
但　馬
丹　波
淡　路
計

65
64
42
28
25
11
21

6
6
3
6
3
4
4

0
1
0
0
0
0
0

21
20
8
2
6
3
2

71
74
38
36
39
14
16

163
165
91
72
73
32
43
639256 32 1 62 288

◎ 介護保険推進委員会

◎ 介護人材確保推進委員会

◎ 調査研究委員会

◎ 編集委員会

◎ ケアプラン委員会

◎ 研修委員会

◎ 養護部会

◎ 軽費・ケアハウス部会

◎ デイ部会

◎ 地域サポート施設推進事業

介護報酬改定の影響調査を実施・分析したものをホームページに掲載
しております。又本調査に基づき厚生労働省、国会議員との意見交換
を行いました。（詳細は、かけはし107号号外等に掲載）

令和3年2月18日（木）「働き方改革」や「令和３年度介護報酬改
定」について、オンラインによる施設長研修会を開催しました。
令和３年度も現場の声に応える研修会を企画してまいりますので、多
くのご参加をお待ちしております。

令和3年2月12日(金）施設長研修会を開催しました。来年度に向けて、
軽費・ケアハウスの「修繕費」について調査を実施し、現状と課題を
把握し要望等に反映させていきますので、アンケートへのご協力をお
願いします。

令和３年１月19日に職員研修会、３月11日に施設長研修会を開催し
ました。
令和３年度にむけて多様化するニーズに対応した研修会を企画してお
りますので、積極的なご参加をお待ちしております。

令和３年度もニーズに添ったテーマにおいて、会員事業所が情報を共
有する機会として管理者・職員研修会を企画、実施します。

平成30年10月より、「地域サポート施設」が知事認定事業としてス
タートし、現在本会会員から67施設が認定を受けております。また、
兵庫県移住支援事業の認定事業所となりました。

令和３年度も「包括的自立支援プログラム」の浸透を図るための研修会
を企画し、実施します。また、今後の運営方針を検討するにあたり、会員
施設の皆様に「ケアプラン作成」に関する実態調査を実施する予定です。

令和2年度末、『生産性の向上』報告書を発行する予定で、現在、最
終のまとめを行っています。

かけはしで取り上げてほしい事がらや、会員事業所の取組み等の情報
をお寄せください。

当協会では、介護現場で働く職員が圏域内の中学校等を訪問し、介護
の仕事の魅力を伝える「出前授業」を随時実施しています。将来の介
護の担い手となる小学生・中学生・高校生・大学生やその保護者・教
員に向けて介護の仕事の魅力を発信しています。昨年度は中学生向け
の啓発ツールを作成し、今年度は、一般用（高校生を含む）の来年度
から活用できるよう啓発ツールリーフレット・動画を作成しています。
本会HPの「ひょうご介護求人ネット」を是非ご活用ください。令和
３年度も就職出前プレゼンテーションを実施します。
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